
社会資本総合整備計画の名称：
３３ 大館市における拠点施設へのアクセス改善、且つ安全・安心な街づくり

社会資本総合整備計画
（大館市）



33 大館市における拠点施設へのアクセス改善、且つ安全・安心な街づくり

平成２６年～平成３０年(５年間)

主要道路から主要拠点施設及び集落までの時間短縮

（H26当初） （H28末） （H30末）

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

33-A1 道路 一般 大館市 直接 (1)二井田片貝沼田線 233

33-A2 道路 一般 大館市 直接 (1)釈迦内松木立花線 200

33-A3 道路 一般 大館市 直接 (2)沖野・扇田線 110

33-A4 道路 一般 大館市 直接 (他)二井田寺崎線 22

33-A5 道路 一般 大館市 直接 (1)達子・森合線 10

33-A6 道路 一般 大館市 直接 (1)川口中央線ほか 30

33-A7 道路 一般 大館市 直接 (1)早口川口線 現道拡幅　0.14km 25

33-A8 道路 一般 大館市 直接 (1)大町山館線 現道拡幅　0.27km 142

合計 772

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29 策定状況

合計 0

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

合計

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

大館市

大館市

現道拡幅　2.4km

大館市

大館市

大館市

大館市

大館市

大館市

大館市

バイパス　0.8km

橋梁架替　0.2km

現道拡幅　0.33km

線形改良　0.09km

現道拡幅　0.2km

大館市 大館市

大館市

大館市

別紙５－１

大館市

大館市

大館市

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

全体事業費
（百万円）

費用便益比
（延長・面積等）

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度）

全体事業費
（百万円）

費用便益比
（事業箇所）

Ｄ 百万円
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
772 百万円 Ａ 772 百万円 Ｂ Ｃ

事業者
要素となる事業名

市町村名

社会資本総合整備計画（社会資本整備総合交付金）
計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象
計画の目標

　大　館　市

平成29年3月22日

・（大館市定住自立圏共生ﾋﾞｼﾞｮﾝ）に基づき実
施される要素事業：A全て

(拠点施設への時間短縮率)＝{（整備前走行時間－整備後走行時間）／整備前走行時間}*100 0% 35% 49%

大館市における拠点施設(二井田工業団地、川口小学校、下川沿中学校)・集落へのアクセス時間の短縮を図るとともに、安全で安心して暮らせる街づくりを図る

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 終目標値



交付金の執行状況
（単位：百万円）

※　平成２６年度以降の各年度の決算額を記載。
※　平成２８年度は、決算額が確定でき次第記載。

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

- - -

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0% 1.9% 0.0%

不用額
（h = c+d-e-f）

0.000 0.000 0.000

うち未契約繰越額
（g）

0.000 3.011 0.000

翌年度繰越額
（f）

7.896 67.014 0.000

支払済額
（e）

43.524 89.572 78.564

前年度からの繰越額
（d）

0.000 7.896 67.014

交付額
（c=a+b）

51.420 148.690 11.550

計画別流用
増△減額
（b）

0.000 0.000 0.000

配分額
（a）

51.420 148.690 11.550

H26 H27 H28 H29 H30



参考図面（社会資本整備総合交付金）

計画の名称 33 大館市における拠点施設へのアクセス改善、且つ安全・安心な街づくり

計画の期間 平成２６年～平成３０年(５年間) 　大　館　市交付対象

別紙５－１

33-A1
現道拡幅

33-A2
バイパス

秋田県全域図

大館市

二井田工業団地

川口小学校・下川沿中学校

項 目 表 示 備 考

高速道路

一般国道 指定区間

一般国道 指定区間外

主要地方道

一般県道

事業区域

要素事業

主要施設

凡　　例

33-A3
橋梁架替

33-A5
線形改良

33-A4
現道拡幅

33-A6
現道拡幅

33-A7
現道拡幅

33-A8
現道拡幅



別紙２

計画の名称：33　　大館市における拠点施設へのアクセス改善、且つ安全・安心な街づくり 市町村名：　 大館市

チェック欄

○

○

○

○

○

○

○

○

○１）計画の内容に関し、地元に対する事前説明が行われている

Ⅲ．計画の実現可能性

④計画の具体性

１）ハード整備の必要性が整理されている

１）計画の目標が当該市町村の上位計画と適合している。

３）指標・数値目標が市民にとって分りやすいものになっている

③事業の効果

２）ハードとソフトの連携が図られている

Ⅱ．計画の効果･効率性

②目標と事業内容の整合性

社会資本整備総合交付金チェックシート

Ⅰ．目標の妥当性

①基本方針・上位計画等との適合

⑤円滑な事業執行の環境

２）ソフト施策の目的が明確である

１）目標と指標・数値目標の整合性がある

２）指標・数値目標と事業内容の整合性がある

１）目標に対して十分な効果を得られる事業で構成されている



社会資本整備総合整備計画の名称

３４　災害に強く、安全・安心して暮らせる街づくり（防災・安全）

社会資本総合整備計画（大館市）



34 災害に強く、安全・安心して暮らせる街づくり（防災・安全）

平成２６年～平成３０年(５年間)

主要道路から主要拠点施設及び集落までの時間短縮

（H26当初） （H28末） （H30末）

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

34-A1 道路 一般 大館市 直接 (1)早口川口線(岩瀬橋)ほか 455 ○

34-A2 道路 一般 大館市 直接 (1)大町山館線 26

34-A3 道路 一般 大館市 直接 (1)二中長面袋線 バイパス　0.7km 300

34-A4 道路 雪寒 大館市 直接 除雪機械購入事業 200

34-A5 道路 一般 大館市 直接 長寿命化修繕計画・設計 184

34-A6 道路 一般 大館市 直接 路面性状調査 20

34-A7 道路 一般 大館市 直接 道路付属物調査 25

34-A8 道路 一般 大館市 直接 法面・道路構造物調査 20

34-A9 道路 一般 大館市 直接 (1)大館松木線ほか 527 ○

34-A10 道路 一般 大館市 直接 (1)御成町片山根下戸線ほか4路線 87

34-A11 道路 一般 大館市 直接 (1)四羽出五輪台沼田線ほか5路線 154

34-A12 道路 一般 大館市 直接 (2)一中城西線ほか2路線 83

34-A13 道路 一般 大館市 直接 (2)二ツ屋線 56

34-A14 道路 一般 大館市 直接 橋梁点検 95

34-A15 道路 一般 大館市 直接 (1)扇田・板戸線ほか 109 ○

34-A16 道路 一般 大館市 直接 (1)扇田十二所線 41

34-A17 道路 一般 大館市 直接 (1)池内二井田本宮線 11

34-A18 道路 一般 大館市 直接 道路付属物調査 5

合計 2,397

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

合計 0

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

大館市

事業者
要素となる事業名

市町村名

番号 事業者

大館市

大館市

(1)大館駅東大館線ほか　橋梁点検業務

松木橋ほか10橋　橋梁補修　0.64㎞

一中城西線ほか2路線　道路修繕　1.3㎞

御成町片山根下戸線ほか4路線　道路修繕　1.9㎞

四羽出五輪台沼田線ほか5路線　道路修繕　2.4㎞　

法面修繕　0.2㎞

大館市

大館市

大館市

大館市

大館市

扇田大橋ほか2橋　橋梁補修  0.28km

大館市

大館市

社会資本総合整備計画（社会資本整備総合交付金）
計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象
計画の目標

　大　館　市

平成29年3月22日

・（大館市定住自立圏共生ﾋﾞｼﾞｮﾝ）に基づき実
施される要素事業：
A1,A2,A3,A9,A10,A11,A12,A15,A16,A17

必要な修繕箇所を抽出し、各年ごとに実施する修繕箇所を累計し百分率で表す
(修繕率)＝{（整備後修繕延長）／（必要な修繕延長）}*100

0% 2% 6%

橋梁・道路の長寿命化対策を図り、安全で安心して暮らせる街づくり

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

全体事業費
（百万円）

費用便益比
（事業箇所）

Ｄ 百万円
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
2,397 百万円 Ａ 2,397 百万円 Ｂ Ｃ

全体事業費
（百万円）

費用便益比
（延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度）

別紙５－１

大館市

大館市

大館市

除雪機械  9台 大館市

大館市 橋梁長寿命化修繕計画・設計業務 大館市

大館市 (1)大町山館線外　路面性状調査

(1)大町山館線外　道路付属物調査（道路照明）

(1)大町山館線外　法面・道路構造物調査

大館市 (1)大町山館線外　道路付属物調査（道路標識） 大館市

大館市

大館市 八木橋橋ほか3橋　橋梁補修　0.04㎞ 大館市

大館市 道路修繕　0.65km 大館市

大館市 道路修繕　0.3km 大館市

大館市

大館市

大館市

大館市

大館市

大館市 道路修繕　0.58km 大館市

大館市 大館市

大館市



交付金の執行状況
（単位：百万円）

※　平成２６年度以降の各年度の決算額を記載。
※　平成２８年度は、決算額が確定でき次第記載。

配分額
（a）

166.380 208.914 196.988

H26 H27 H28 H29 H30

交付額
（c=a+b）

166.380 208.914 196.988

計画別流用
増△減額
（b）

0.000 0.000 0.000

支払済額
（e）

153.465 193.760 192.522

前年度からの繰越額
（d）

58.890 71.805 86.959

5.895 4.212 19.697

翌年度繰越額
（f）

71.805 86.959 91.074

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

- - -

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

2.6% 1.5% 7.1%

不用額
（h = c+d-e-f）

0.000 0.000 0.351

うち未契約繰越額
（g）



（記載例）参考図面（社会資本整備総合交付金）

計画の名称 34 災害に強く、安全・安心して暮らせる街づくり（防災・安全）

計画の期間 平成２６年～平成３０年(５年間) 大館市交付対象

別紙５－１

34-A1
橋梁補修

秋田県全域図

大館市

項 目 表 示 備 考

高速道路

一般国道 指定区間

一般国道 指定区間外

主要地方道

一般県道

事業区域

要素事業

主要施設

凡　　例

34-A3
バイパス

34-A7
道路付属物調査

（道路照明）

34-A6
路面性状調査

34-A8
法面・道路構造物
調査

34-A5
長寿命化修繕計画
・設計

34-A15
橋梁補修

34-A9
橋梁補修

34-A16
道路修繕

34-A17
道路修繕

34-A12
道路修繕

34-A10
道路修繕

34-A11
道路修繕

34-A13
法面修繕

34-A18
道路付属物調査

（道路標識）

34-A14
橋梁点検

34-A2
道路修繕

34-A4
除雪機械



別紙２

計画の名称：34　　災害に強く、安全・安心して暮らせる街づくり（防災・安全） 市町村名：　 大館市

チェック欄

○

○

○

○

○

○

○

○

○１）計画の内容に関し、地元に対する事前説明が行われている

２）ハードとソフトの連携が図られている

Ⅲ．計画の実現可能性

④計画の具体性

１）ハード整備の必要性が整理されている

２）ソフト施策の目的が明確である

⑤円滑な事業執行の環境

②目標と事業内容の整合性

１）目標と指標・数値目標の整合性がある

２）指標・数値目標と事業内容の整合性がある

３）指標・数値目標が市民にとって分りやすいものになっている

③事業の効果

１）目標に対して十分な効果を得られる事業で構成されている

社会資本整備総合交付金チェックシート

Ⅰ．目標の妥当性

①基本方針・上位計画等との適合

１）計画の目標が当該市町村の上位計画と適合している。

Ⅱ．計画の効果･効率性


